雨や雪が降るしくみ
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

雲から雨や雪が降るしくみを調べよう
雲の復習
· 雲は空気中の（　　　　　　　　）が（　　　　　　滴　）になってできる。
· 温度が100℃以下でも、温度が（　　　　　点　）以下になると（　　　　　　　→　　　　　　　）になる。
· 気温を下げるには、（　　　　　圧　）を下げる方法もある。
· 空気が（　　　　　気流　）で上空に行くと（　　　　　　　　）が下がり、（　　　　　　　　）も下がり、
（　　　　　　　　　点）以下になると雲ができる。
☆空気が上空へ行く方法
雨や雪が降るしくみ
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◎空気が上空へ移動し、気温が（　　　　点）に達すると雲ができる。

◎雲が発達し雲粒がお互いにくっつき大きくなっていく。上昇気流の勢いが強いと雨にならない。
◎さらに上空へ行き、（　　　℃）以下になると水滴の雲粒が氷粒になる。
◎上昇気流よりも氷粒の重力が大きくなると落ち始める。

→上空の気温が
（　　　℃）以上の部分がある場合
→雨になる。



（　　　℃）以下の場合

→雪になる。
雲の中の（　　　　）が大きくなって落ちるとき、
雲の下の温度が（　　℃）以上なら（　　　）、以下なら（　　　　）
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